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入會願ひに添えて

　忍の生れ六のに近江の片田舎，高島郡の更に山の手朽木ビいふ淋しい村にある

在所でし7：・山又山にかこまれナこ小櫛：地駄の中旭，安曇川書いふ滋賀縣でば大河

に薦すろ一つの川が流れ，爾岸にば山地の特色7ころ小さな田があるのです．その

田の問にポジリボツ）J四五軒七八軒ご介在する在所2）一軒で生れずこのです。私達

［：［itあまり遊び友達も多くありまぜんでけこ・一一家が少いので・

　小三校に遁ふ頃まで私は組員のSころにるて，よく御話たきyまし7こ・駈母匡

よく宗歎一殊に佛教に翻し力因果物講や，傳説潜敏へてくれ．たのです・

　當時私匡七夕の御話かきいて，そのお話にごれだけアトラグ下されナこでぜう・

「天の川」の名に親しみを持ち封じめすこのもその頃からです・「ひこぼし」mp「た

りひめ」の位置た教へられて喜んだのもその頃です・私ばその頃から星がすきに

なりまし7：・尊母にもつS空の御話なねだっても，懸垂の天に關する知識（t「七

夕」t「三つ星」だけでしブこ・

　小名校へ通ふ様になって二三の友達も出來まし7こ．私は今でも稻の取入ごき・

四方の山々が紅葉して赤くなり，赤い柿の實たつ・いすご鳥共のれぐらにかへろ頃・

友ee　t　一sしょに，刈られナこ田に遊びつかれて帰るさ，『一番星見つけtz！』t御櫃

椅…の数なかぞへながら家路についたのオ酎琵え．てるます・

　田舎の小學生に1工都會の子供の様に面白い活動篇眞h・みるこビも芝居なみるこ

Eも出來まぜん．唯一の和しみは雑誌を讃むごビです．私もれだって雑誌だけば

買ってもらってゐまけこ．今でに震災以來旗刊になってみるらしいですが東京の

赤阪小奴新聞杜亡いふのがあって，週に一回づS「小玉i新關」ビvふのな獲行し

てゐました．私ぱこの新聞がひごく氣に入って，重んごニク年ばかりEつてゐま

しブこ．確か大正十一年の五六月だつ六ご思ひます一確かなぜころば忘れまし7：

が一その新聞の科學のペーヂtいふのに「火星が近づく」tして種々のこビか

書いてありましカ．「千何百萬里かのrtころまでくろ．」「星河や海があって人がす

んでみるらしい」等々・こんな記事を讃んで私に又新らしい興昧な畳えましアこ・お

星様書いへばノンノec　Eして何か紳佛の檬な崇高な宗教的なものSして数へられ

てる7こ私にさし渡しが千七百里もある大きな71まで，春夏秋冬があるご音いカε

き實に私t工何tもいばれぬ好奇心に動かされまし．た．千何百萬里の遠さ，これか

汽車で行つ1たらこれだけカ㌧るだらう？　こんなごピ奄計算して，屋根の上へ上

って星ゐρお定ぜEV、つすこ笑壽舌庭r，　｛まんtに笑つずこ私も，　まさカ・二百年もカ・、らう

劃工思ひませんでしすこ．

　それから私のお星様に封ずる二念が大分攣つ六わけです．それでもまだ恒星S
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遊星sかいふもの」厩別についてみないのでしずこ．

　中學に入つナこのばその翌年の大正十二年です・湖北今津のうすらさむい午後私

に圖書室で原田氏の星の科學ビいふの葱出してみまけこ・開春第一

　「地上の星た花Sび，御空の花な四書いふ」

　私9吸ひこまれる様に夢中で五六頁護んでしまひました・私がホントに星に愛：

着を感ずる様になつずこのitそれからです・理論上のこ定に中學に入つ7こばかりで

わかりまぜんでしプこが，それでも星の光，色，殊に星座にぼこれだけ・O・なひかれ

ずこか知れま飢・星の見取圖や表やなε“・閑さへあれば書いてゐまし7こ・傳説も

面白かつナ：です・中島孤島氏や杉輝輝：水氏の女話や傳説集も讃みましプこ・

．恰度當時は秋から冬に入ろ頃で，勉弧にも飽きアこ十一時頃，麗母からきいずこ三

つ星をナリナン座iSlしてまビめて見ナこピき，こんなに嬉しかっアこでぜう．

　大犬だの小犬だの双子だの牡牛だのこ，ZKの好きな奴が7こくさん集まってみる．

私に星圃ピ懐申電燈）5eY■て完然Sして外に立ちつくしましプこ・寒さも忘れて．私

it母方の里に下宿してみたのです・皆ばもう寝床に入ってゐましtこが私がいつま

．でも外に立ってるろので心配して起きて望まし7Z・私ばこの時ほこ得意だつ7こ

事ばありまttん．それから睾の晴れ六日ば毎晩新らしい星や親らしい星座をおぼ

えて行きまし7こ・北斗七星な見出しプこのば冬の終り頃でし7こ・

　私が今までに讃んだ本の中で非常に氣に入つブこのば先生の「星墜の親しみ」t

吉田源治耶氏の「肉眼で見える星の研究」です．私1工書店の前でよく星の本をさ

がしました・族行に行つ7：E告でも星の本な買つ7こブこめ小使がみんななくなつすこ

こ定もあります．

　學校の課程がすsむにつれ，少しづs理論的なごぜもわかって行くのit愉快で

しすこ・高等裁學の必要なεころなご思ひもよりまぜんか…”・…・

　駐車卒業間際でず・私達の二士ば大隠賢漸々開きまけこ・そのビき私ば傷心器

械の説明ビ看守をうけもったのです．そのEきの器械の中［：天禮望遠鏡がありま

けこ・私匡それでこうしても星一面に私の興味のあっ力星雲や銭持，それに二

重星が見71くて弱まらないのでした・．

　租工たう71う先生のεころへそのこごか申しμ1ぼし7：．そしてその晩うちへも

かへらすに饅頭で腹なつくって，宿直の先生にプこのんで望遠鏡奄外へ持ち出しま

ずこし・不幸にしてその晩ば曇っ’てみずこカめ二三曝間にしてすべての星ti姿をかく

し，私ばほん劃こ見六かつプこアンドロメダやナリナンの星雲ににお目にか㌔れま

ぜんでし7こ．その晩【t小使にウンt火鉢へ火な入れてもらって學校で夜をあかし

ましナこ・其後三四圓も學校で徹夜：した1’．？があります，例のプソアデスOP　一團に，

天の川に，私は四方八方に望遠鏡々向けまけこ・木星の四つの月を一列に見て快

哉た叫んだこぜもあります。私が小天文家振って観測してみるミき，寄宿舎なご

から友蓮がきて，私の合ぜナこ望蓮鏡をのぞきながら私の説明に感心すろのか感じ

tここtt愉快でしずこ．（214頁へ綾く）


